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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　ー：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

5.0
要求 1,394,114 1,394,114 1,383,460

区分

予算額

決算額

R7年度
予算案 1,241,245 1,241,245 1,217,256

5.0

R6年度 0 1,132,824 0 1,132,824 1,124,980 5.0

R5年度 0 1,131,344 849 1,132,193 1,126,024 1,125,589

事業番号 04 05 02 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・本県の大学収容力は令和６年度21.8%（全国第44位）と全国最低水準であり、また、県内大学で学べる分野は多岐にわたるも

のの、設置されている学部の規模には大小があることから、大学進学者の約８割が県外に進学している。

・技術革新等による激しい時代の変化にも柔軟に対応できる人材や地域の中核となる人材の育成・確保において、県内の大学等に地

域社会から大きな期待が寄せられている。

・このため、若者や社会人のニーズに応える学びの環境を県内に整備するとともに、県内の大学等における人材の育成・確保に係る取組

を支援するなど、高等教育を振興する必要がある。

高等教育の振興により、地域が求める人材の育成・確保及び県内定着をめざす。

①公立大学法人長野県立大学の運営を支援

・「産学官ひとづくり支援員」を配置して、産学官連携インターンシップを実施

・女性・若者の県内就職への選択肢の拡大を図るため、県内高校生や県内理工系学生が自分のロールモデルとなるような方からキャリ

ア形成のアドバイスを受けられる機会を創出

・県内の大学生が本県の地域や企業の魅力について理解を深められる高等教育コンソーシアム信州の事業を支援

・県内の大学及び短期大学の魅力について、県内外の高校生に情報発信

・長野県立大学及び同大学院における特色ある教育研究活動や地域貢献活動を財政面で支援

・【拡】高等教育の修学支援新制度に基づき長野県立大学が実施する授業料及び入学金の減免を財政面で支援

・公立大学法人の業務実績を評価するため、評価委員会を開催

②若者や社会人のニーズに応える学びの環境を整備

・大学への進学を希望する県内の若者の選択肢の増加と、大学を核とした地域の活性化を図るため、大学等の立地促進活動を実施
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実績 実績 推移

R7年度

目標値

高等教育の振興による地域の中核となる人材の育

成

高等教育の振興による地域の中核となる人材の育

成

高等教育の振興による地域の中核となる人材の育

成
5-3①

No.

5-3①

5-3①

施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 高等教育振興事業費
部局 県民文化部 課・室 県民の学び支援課

実施期間 H26 ～

達成

状況
目標値設定理由

R6年度

見込 推移

③地域が求める人材の育成・確保に向けた取組を支援

単

位

R4年度 R5年度
No. 指標名

53.4

年／

年度
数値

2024

(R6)
21.8

2023

(R5)
51.2

直近３か年/年度分の状況
年／

年度
数値

2023

(R5)
21.7

2022

(R4)
51.0

目標
年／

年度
数値

2027

(R9)
25.0

2027

(R9)
58.0

2021

(R3)
352

2027

(R9)
400

2023

(R5)
366

2022

(R4)
343

達成目標（☆印は主要目標）

県内大学の収容力

☆県内大学卒業生の県内就職率

県内大学と県内企業・自治体との共同研究・連携事業数

(当該年度以前の３か年平均)

2021

(R3)

要求からの

主な変更点

長野大学新学部設置に係る支援時期の見直しによる減額

公立大学法人長野県立大学運営費交付金の所要額を精査したことによる減額

年／

年度
数値

2022

(R4)
21.1

単

位

%

%

件

過去の実績を踏まえて、引き続き就職希望者の就職率100%を

めざして、目標を100%とした。

ガイダンスの開催等に取り組み、インターンシップに参加する学生

が増加することを目指して目標を84人とした。

県内大学の魅力発信等に取り組み、入学定員枠が充足される

ことを目指して目標を100%とした。

①

②

③
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未集計

78

90.4

―

↘
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%

人

%

長野県立大学卒業生のうち就

職希望者の就職率

産学官連携インターンシップの参

加学生数（延べ人数）

県内の大学及び短期大学の入

学定員充足率



R7年度

当初予算

R6年度

当初予算

R5年度

当初予算

予算案

事　業　名 高等教育振興事業費

事業番号 04 05 02 細事業一覧（令和７年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検
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1

細事業

No.
細事業名

公立大学法人長野県立大学関連事業費

No.

1

要求

千円

1,108,112 1,112,454

千円 千円

1,164,342

1,186,451

部局 県民文化部 課・室 県民の学び支援課

令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

長野県立大学及び大学院における特色ある教育研究活動や地域貢献活動を財

政面で支援

交付額1,096,475千円

高等教育の修学支援新制度に基づき長野県立大学が実施する授業料及び入学

金の減免を財政面で支援

【拡】所得制限なく多子世帯まで支援拡充（支援額：授業料全額）

【拡】県独自で年収380万円未満の世帯まで支援拡充

交付額67,399千円、対象予定学生数　116人

交付金

補助金

細事業を構成する主な取組

公立大学法人長野県立大学運営費

交付金

公立大学法人長野県立大学授業料

等減免交付金

実施方法

76,903

要求 207,663

千円 千円 千円

細事業

No.
細事業名

R5年度

当初予算

R6年度

当初予算

R7年度

当初予算

2
地域が求める人材の育成・確保に向けた取組を支援する

事業

23,232 20,370
予算案

産学官ひとづくり支援員の配置人数２人

2 信州理系学生キャリア探索事業

女性・若者の県内就職への選択肢の拡大を図るため、県内高校生や県内理工系

学生が自分のロールモデルとなるような方からキャリア形成のアドバイスを受けられる機

会を創出
委託

交流会の開催回数　8回

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 信州産学官連携インターンシップ事業

直接
「産学官ひとづくり支援員」を配置して、産学官連携インターンシップを実施

委託

補助金

3 大学等立地促進事業

大学への進学を希望する県内の若者の選択肢の増加と、大学を核とした地域の活

性化を図るため、大学等の立地促進活動を実施直接

県外大学への訪問、営業活動５回


